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機 EL材料などの電子材料への応用が期待されている 25-26)。最近、 1，3・ジケ
トンホウ素錯体の誘導体の発光材料としてだけでなくアニオンセンサーと
しての応用が報告されている 27)。それらのホウ素錯体は、トリフルオロボラ
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